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論   文   の   要   旨 
 
日本における農産物流通は、1970 年代ごろまで、農協共販を中心とした大量生産・大量流通が主流で









































審   査   の   要   旨 
 
農産物流通に関する地理学的研究について、フードシステムの概念が地理学に導入されて以降、農産
物の生産から加工、流通、消費に至るまでの流通構造に関する研究に多くの関心が払われるようになっ
てきた。しかし、農産物の生産者と加工業者、加工業者と流通業者など、農産物流通における部門間に
はどのような連関が存在するのか、またそこにはどのようなメカニズムが存在するのかについては、ま
だ十分明らかにされていない。 
本研究は、農産物流通における売り手と買い手の取引関係を、精力的なフィールドワークに基づいて、
売り手側である荒茶工場から分析し解明した点で高く評価できる。現代の農産物流通においては、消費
者の動向を見据えた生産者の行動を把握することが重要になっており、この点において農業地理学の研
究の発展に寄与する貴重な研究であり、博士論文として十分な価値があることが認められる。 
平成25年5月30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
